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令和５年梅雨前線豪雨による農林水産業の被害と 

復旧･復興に向けた県の取組について 

 

 令和５年７月に発生した大雨により、県内各地で農作物の冠水等の被害が

発生。県では、災害発生後、直ちに農林漁業者の経営再開・継続に向け、支援

を実施。 
 

１．被害状況 

○農業関係 

・農作物   １，７７６ha  約３６億９千万円  

 ・農業用ハウス・機械等 

      ２，０４７件 約２１億１千万円  

・農地・農業用施設 

     ６，３０１箇所  約２２１億９千万円  

・その他（集出荷施設への浸水等） 

        １０５箇所 約４億５千万円 

 

農業関係 計     約２８４億３千万円  

 

○森林・林業関係 

・林地     ８１箇所 約４８億２千万円 

 ・林道    ８３２箇所 約２８億４千万円 

・その他（林業用苗木の冠水等）      

１５箇所 約６千万円 

 

森林・林業関係 計  約７７億２千万円  

 

○水産業関係 

・浮き桟橋の損壊  ３箇所  約０．２千万円 

 

水産業関係 計     約０．２千万円  

農林水産業 合計      約３６１億円  

 

※数値は、単位未満を四捨五入しているため、合計欄の数値と内訳の総数が一致しない場合がある 

冠水した農作物（サラダ菜） 

冠水した農業用機械（ポンプ） 

林道の損壊 

資料２ 

冠水 



2 

 

２．復旧･復興に向けた県の取組 

(1) 農林漁業者の事業再開･継続支援 

① 被災園芸産地改植等支援事業《515,867 千円》 

➢次期作に向けた野菜・花きなどの種苗、土壌改良資材の購入経費等を助成 

 ［対象品目］野菜、花き、果樹、苗木等 

 ［補助対象］種苗、資材、改植、土砂撤去  ［補 助 率］1/２（但し、改植は定額） 
 

② 農業機械・施設災害復旧支援事業《1,093,459 千円》 

➢被災した施設・機械の復旧経費、災害回避設備の導入 

経費を助成 

 ［補助対象］ハウス施設、農業用機械、浸水防止壁、 

排水ポンプ等 

 ［補 助 率］施設 8/10、機械・災害回避設備 1/2 
 

③ 被災畜産農家経営再建支援事業《6,986 千円》 

➢浸水した牧草・ワラに代わる粗飼料、肉用鶏のヒナの購入経費を助成 

 ［補 助 率］1/2 
 

④ 内水面水産資源災害対策事業《7,174 千円》 

➢大雨の影響を受けた筑後川、矢部川でのアユ資源の 

回復を図るため、ふ化直前のアユ卵の放流を実施 

 

(2) 経営再建資金の支援 

○ 農林漁業災害資金利子補給事業《3,104 千円》 

➢被災農林漁業者の当面の運転資金、被災した施設・機械の復旧に必要な資金に対し利

子補給を行い、一定期間の貸付利率を無利子化 

［運 転 資 金］融資枠３億円、補給期間５年間 

［機械・施設］融資枠５．５億円、補給期間７年間 

 

(3) 農業者のリスクへの対応 

○ 収入保険緊急対策事業《353,215 千円》 

➢農業者の収入減少を補填する収入保険の加入に必要な保険料を助成 

［対 象 者］青色申告を行っている被災農業者（個人・法人）  ［補 助 率］1/2 

 

(4) 災害復旧対策 

① 農地関係 

➢被災した農地、農業用施設（水路、農道、ため池等）を復旧 
 

② 林道関係 

➢被災した林道を復旧 
 

③ 治山関係 

➢被災した林地において治山施設（治山ダム等）を設置 
 

④ 施設関係 

➢被災した農業共同利用施設、県有施設（農林業総合試験場等） 

を復旧 

 

▲災害回避設備     
（浸水防止壁、排水ポンプ） 

 

▲放流するアユ卵 
 

▲被災した林地（山腹崩壊） 


